
算数オンライン塾 12 月 2 日の問題 解説 
 

（１）5 時 36 分ですから、短針は 5 から 18°動いています。 

長針は 7 から 6°動いていますから、間の角度は 30×2＋6-18＝48 

（答え）48° 

 

（２）長針と短針の間の大きい角度は 360-48＝312 

312-48＝264°ですから、264÷（６-0.5）＝48 分 

（答え）48 分 

（３）5 時台１回、６～11 時台 各 2 回あるので、13 回 

（答え）13 回 

 

 


